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施策と目指す姿 

 

   

施策３－１ 
観光の振興 
 地域資源を最大限に活かした持続可能な共創による観光地づくり 

 

 

 

 

 
   

施策３－２ 
観光を中心としたまちづくりの推進 
 適切な社会基盤の整備等による魅力ある観光地にふさわしいまちづくり 

 

 

 
   

施策３－３ 
水産業の振興 
 魅力ある水産資源を活用した儲かる水産業の実現 

 

 

 

 

 
   

施策３－４ 
農業の振興 
 農と繋がる地域資源を活用した儲かる農業の実現 

 

 

 

 

 
   

施策３－５ 
商工業の振興 
 持続的な賑わいづくりに向けた循環型活性化サイクルの構築 
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まちづくり目標値 [KGI] 

現状（令和５年） → 目標（令和 10 年） 
 SDGs の目標 

 

    

①観光入込客数 

 428 万人 → 450 万人 

②観光消費額（宿泊） 

 30,467 円/人(令和４年)  → 36,000 円/人 

 

 

 

 

 

 

 
    

①地域ブランド調査の魅力度ランキングにおける魅力度の点数 

 11.4 ポイント → 22.2 ポイント 
 

 

 

 

 
    

①大洗町地方卸売市場水揚数量 

 1,452ｔ → 1,452ｔ（現状維持） 

②大洗町地方卸売市場水揚高 

 697 百万円 → 697 百万円（現状維持） 

 

 

 

 

 

 

 
    

①農業産出額 

 203 千万円 → 230 千万円 

②担い手への農地利用集積面積 

 284ha → 319ha 

 

 

 

 

 

 

 
    

①町内事業者数（商工会会員数） 

 565 事業者 → 565 事業者（現状維持） 
 

 

 

 

 

 

儲かる地場産業のまちづくり 
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目指す姿  

まちづくり 

目標値 

[ＫＧＩ] 

 

 施策３－１  

観光の振興 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重点取り組み指標 [ＫＰＩ] 
（前期計画からの累計数） 

現状値 

(令和５) 

目標値 

(令和 10) 施策 

3-1-1 
 海を活用した新たなイベントの開催 ３件 ６件 

 釣り場環境の整備 未整備 １か所 

3-1-2  サイクルサポートステーション（※）の拡充 11 施設 15 施設 

3-1-3  地域資源を活用した新たなグルメ開発 ４品 ６品 
 

施策分野における課題 

▷ 
レジャーの多様化や少子高齢化により、海水浴利用者は低調に推移しており、通年での新
たな海辺の賑わいなど多様な利活用が必要となっています。 

▷ 
共有の財産である地域資源を活用し、多業種が相互連携を図り、地域全体での観光地づく
りが必要となっています。 

▷ 
繁忙月、閑散月及び休日、平日における観光入込客数の乖離があり、インバウンドも含め
た観光需要の平準化が課題です。 

▷ 町所有・民間所有に関わらず、遊休資産の活用が課題です。 

▷ 
あんこう鍋に代表される地域グルメはあるものの、通年型観光に結びつける「食」を開発
する必要があります。 

▷ デジタルを活用した観光情報の発信が必要となっています。 

 

 

※サイクルサポートステーション 

 安全・快適なサイクリングのため、空気入れや工具の貸出等のサービスを提供する施設。 

地域資源を最大限に活かした持続可能な 

共創による観光地づくり 

観光入込客数 

428 万人 ⇒ 450 万人 
 （資料：観光客動態調査） 

30,467 円/人(令和４年) ⇒ 36,000 円/人 
 （資料：同上） 

観光消費額（宿泊） 
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施策の内容ごとの取り組みと方向性 

3-1-1  海の多様的利活用の推進 【重点】 

▷ 
美しく穏やかなビーチエリアの多様的な利活用に向けて、歴史・文化的背景の掘り起こしや

現代のニーズを探求し、新たな魅力の創出を図ります。 

▷ マリンスポーツや釣りなど、環境整備や利用者の利便性向上を図ります。 

3-1-2  産学官民連携による共創の観光地づくりの推進 【重点】 

▷ 
多様化・高度化するニーズを捉え、地域の多様な人たちとの連携による観光コンテンツの

造成とホスピタリティの実践を通して、何度も訪れたい観光地づくりを推進します。 

▷ 
閑散期や平日における観光需要の拡大を図るため、官民連携によるプロモーションの強化

やインバウンド誘客に向けた受入環境の整備を推進します。 

▷ 

こどもの城（跡地）については、ひたちなか大洗リゾート構想（※）の実現に向け、大洗公園

の持つ歴史や伝統、文化を考慮しつつ、国や県、さらには民間活力を最大限活用した整備

を目指すとともに、官民を問わず町内遊休資産の活用も図ります。 

▷ 
サイクルツーリズムを推進し、初心者でも安全で快適なサイクリングが行えるよう、官民連

携によるサポートステーション（※左頁）の充実を図ります。 

▷ 
町内のキャンプ場について、利用者の利便性向上を目的に、官民連携による管理運営に努

めます。 

3-1-3  地域資源を活かした「食」開発の推進 【重点】 

▷ 豊かな地域食材を活用し、地域内外に親しまれる新たな地域グルメを開発します。 

▷ 開発した地域グルメのブランド化を目指して、普及促進と積極的なプロモーションを図ります。 

3-1-4  ＳＮＳの特性を活かした情報発信 

▷ 町の魅力を効果的に伝えるとともに、旅まえ・旅なかに必要な情報をタイムリーに発信します。 

Topics  Night Park OARAI 

 閑散期における海岸の利活用とナイトタイムエコノミーの創出

を目的として、海のイルミネーション「NIGHT WAVE」を中心

としたライトアップイベント「Night Park OARAI」を開催して

います。 

 “光と遊ぶ遊園地”をキャッチコピーに、子どもから大人まで、

夜の非日常空間を楽しめるイベントとなっています。 

 

※ひたちなか大洗リゾート構想 

 「景観を変え、よりおしゃれで洗練されたリゾート」をコンセプトに、県内有数の観光客と観光資

源を誇る大洗町とひたちなか市、それに各商工会や観光協会などが、茨城県と連携しながら、新た

なイメージのリゾート構想を目指し取り組んでいます。 
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目指す姿  

まちづくり 

目標値 

[ＫＧＩ] 

 

 施策３－２  

観光を中心としたまちづくりの推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
重点取り組み指標 [ＫＰＩ] 

現状値 

(令和５) 

目標値 

(令和 10) 施策 

3-2-３  国内外クルーズ客船寄港数 
７回/年 

（令和６） 
10 回/年 

3-2-4  循環バス（観光客向け）利用者数 39,705 人 47,000 人 
 

施策分野における課題 

▷ 

高速道路網の拡充により、首都圏や北関東圏と連携が強化されるなか、今後、ひたちなか大

洗リゾート構想の推進を見据えた渋滞緩和にも資する道路の整備など、交通ネットワークの

充実が課題となっています。 

▷ 
大洗町は三方を水辺に囲われた地形となっており、親しみやすい・利用しやすい水辺空間の

環境整備が求められています。 

▷ 
「ひたちなか大洗リゾート構想」の実現にあたっては、関連諸法令による規制への対応や本町

の持つ魅力を活かした景観づくりの在り方が課題となっています。 

▷ 
国内外クルーズ客船の寄港は、本町の魅力度向上に寄与するものであるが、近年は全国各地

で誘致活動が展開されていることから、選ばれる寄港地としての受入環境の整備が課題です。 

▷ 来町者が安心して移動できる二次交通（※）の充実などの取り組みが必要です。 

※地域ブランド調査の魅力度ランキング 

  本調査は、1,000 市区町村と 47 都道府県を調査対象に、民間シンクタンクが実施する消費者調査

で、全国の約３万人以上が回答しています。 

 令和５年調査によると、1,000 市区町村の平均魅力度は 10.8 ポイントとなっています。 

※二次交通 

 駅などの交通拠点と観光地などの目的地を結ぶ、バス・レンタサイクルといった交通手段。 

適切な社会基盤の整備等による 

魅力ある観光地にふさわしいまちづくり 

地域ブランド調査の魅力度ランキング（※）における 

魅力度の点数 

11.4 ポイント ⇒ 22.2 ポイント 
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施策の内容ごとの取り組みと方向性 

3-2-1  まちづくりの骨格となる交通ネットワークの充実 

▷ 
ひたちなか大洗リゾート構想を視野に入れた交通ネットワークの充実に向けて、関係機関

と連携した取り組みを推進します。 

▷ 
まちづくりの骨格となる都市計画道路については、優先度、緊急性を考慮した整備計画を

策定し、関係機関と連携した取り組みを推進します。 

3-2-2  活力と魅力溢れる水辺空間の整備と利活用の推進 

▷ 

貴重な水資源を活かした親水性の高い水辺空間の創出に向け、国等の関係機関や民間団

体と連携し、アクティビティやバリアフリーに対応した「誰もが利用しやすい水辺空間」を推

進します。 

3-2-3  魅力あるみなとまちづくりの推進  【重点】 

▷ 

ひたちなか大洗リゾート構想の中核の一つとなる大洗港区について、魅力ある海洋性レク

リエーション基地としての賑わい創出に向け、規制緩和に向けた協議をはじめ、関係機関

と連携した取り組みを推進します。 

▷ 

北海道と本町を結ぶフェリーは、海上交通機関としての役割とあわせ、交流機会の創出に

も寄与していることから、多様化するニーズに対応できるよう、関係機関と連携した取り

組みを推進します。 

▷ 
景観と調和した誘導サイン等の設置や、沿道の無電柱化など良好な街並み形成を進め、居

心地がよく歩きたくなるまちづくりを推進します。 

▷ 
国内外クルーズ客船について、関係機関と連携した誘致活動を展開するとともに、児童生徒

による英語でのおもてなし活動を実施するなど、本町独自の受入環境の整備を図ります。 

3-2-4  スムーズな移動手段の確保  【重点】 

▷ 

来町者が安心して移動できる公共交通の利用促進を図るため、二次交通の充実やＭａａＳ（※）

など多様な利用者のニーズに対応する新たなサービスの導入に向け関係機関と連携した取

り組みを推進します。 

Topics  外国クルーズ客船の寄港 

 令和５年、大洗港に長年の悲願である外国クルーズ

客船が初寄港しました。 

 本町では英語教育に力を入れていることから、外国

クルーズ客船の寄港を好機と捉え、町内の児童生徒

が英語を生かしたボランティア活動に取り組んでい

ます。ほかにも大洗高校マーチングバンド部による演

奏など大洗町ならではのおもてなしを行っています。 

※ＭａａＳ 

 「Mobility as a Service」の略。公共交通やレンタカー、シェアサイクルなど、様々な交通手段

をシームレスに利用できるサービス。 
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目指す姿  

まちづくり 

目標値 

[ＫＧＩ] 

 

 施策３－３  

水産業の振興 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重点取り組み指標 [ＫＰＩ] 

現状値 

(令和５) 

目標値 

(令和 10) 施策 

3-3-1 
 アワビの種苗放流数  28,100 個/年 30,000 個/年 

 ハマグリ稚貝の移植放流数  6.2t/年 ８t/年 

3-3-2  水産業界主体イベントの支援 13 回/年 13 回/年 

 

施策分野における課題 

▷ 

シラス等の回遊性魚類を漁獲する沿岸漁業について、近年は、気候変動による海水温上昇

等に伴う主要魚種漁獲量の不安定化や漁獲魚種の変化が見られ、漁業環境がより一層厳

しさを増しています。安定した漁獲の確保を目指し、海洋環境に対応した資源管理型漁業

や栽培漁業の充実を図ることが必要です。 

▷ 

鮮魚出荷や水産加工会社による塩干物等の製造販売について、近年は食の多様化による

魚食離れや他産地間との競争のなかにあり、鮮度技術の向上や消費者のニーズに対応し

た付加価値の高い商品の開発が求められています。 

▷ 

漁業・水産加工業協同組合員数は、高齢化や後継者問題などにより直近 10 年間で約

23％減少し、今後も減少傾向が続くことが予想されます。水産業の維持発展を図るため

には、次世代の担い手の確保、人材育成による経営基盤の強化を図ることが必要です。 
 

魅力ある水産資源を活用した儲かる水産業の実現 

大洗町地方卸売市場水揚数量 

1,452ｔ ⇒ 1,452ｔ（現状維持） 
（過去５年中３年平均） 

697 百万円 ⇒ 697 百万円（現状維持） 
（過去５年中３年平均） 

大洗町地方卸売市場水揚高 
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施策の内容ごとの取り組みと方向性 

3-3-1  資源管理型漁業及び栽培漁業の促進 【重点】 

▷ 
水産資源（内水面含む）を持続的に活用できるよう資源調査に基づいた資源管理型漁業を

促進します。 

▷ 
関係機関と連携し種苗放流・移植放流による水産資源の維持・増大を図るとともに漁場環

境の保全を促進します。 

3-3-2  水産物の販売促進・販路拡大 【重点】 

▷ 
本町の基幹魚種であるシラスの品質及び魚価の向上に向け漁業者だけでなく水産加工業

者や関係機関と総合的に連携し、付加価値を高め、地域ブランド化を推進します。 

▷ 
観光業と連携したイベント等において水産物をＰＲし、販売促進の取り組みを支援するとと

もに、魚食普及の取り組みとして学校給食への食材提供を促進します。 

▷ 
ＳＮＳ等を活用した情報発信とふるさと納税制度を活用した返礼品の登録を促進し、販路

拡大を図ります。 

3-3-3  経営基盤の強化及び団体の育成 

▷ 
水産業界が維持発展していくための施策等に係る経営支援や制度資金に対する利子補給

などの支援を実施します。 

▷ 
魅力ある水産業の環境づくりに向け、漁業・水産加工業の職場体験等を通じて水産業に関

わる機会を創出し、担い手の確保や後継者育成を促進します。 

▷ 
浜の活力再生プラン（※）に基づいて実施される共同利用施設等の整備や機器等の導入へ

向けた計画の策定など、関係機関と連携し、経営基盤の強化を図ります。 

 

Topics  大洗地魚とれたて市 

 

 大洗町地方卸売市場に併設された大洗町

漁協活魚場では、毎月1回「大洗地魚とれた

て市」を開催しています。普段は、豊洲市場

に送られるタイやヒラメ等の厳選活魚をは

じめ、朝獲れ生シラスや鹿島灘ハマグリ等の

一般販売により、前浜の魅力発信と魚価向

上に取り組んでいます。 

 

 

 

※浜の活力再生プラン 

 水産業の持続的な成長産業化を図るため、地域が抱える課題を把握し、水産業の活力再生を目的

として水産庁の承認を受けた計画。 
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目指す姿  

まちづくり 

目標値 

[ＫＧＩ] 

 

 施策３－４  

農業の振興 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重点取り組み指標 [ＫＰＩ] 

現状値 

(令和５) 

目標値 

(令和 10) 施策 

3-4-1 

 

 基盤整備工事実施地区  
 

向谷原地区 
向谷原地区・ 

夏海地区 

3-4-２  認定農業者の育成 41 経営体 43 経営体 

 

施策分野における課題 

▷ 持続可能な農業経営の実現に向けて、生産基盤の確保や整備を進める必要があります。 

▷ 耕作放棄地の増加が進むなかで、解消に向けて取り組む必要があります。 

▷ 農産物の販売促進に向けて、質の高い商品開発やブランド化を図る必要があります。 

▷ 
農家戸数の減少や農業就業者の高齢化に伴い、ＪＡ生産部会の部会員減少が進んでいるこ

とから、担い手の育成・確保が必要となっています。 

▷ 
少子高齢化などが進むなかで、農村地域が持つ地域資源を活用し、地域の活性化を図る

必要があります。 

▷ 
安全・安心な農産物の提供に対する消費者ニーズに対応するため地域の農産物を有効に

活用し、地産地消などを進める必要があります。 

▷ 農地や森林の持つ様々な機能を維持・保全する必要があります。 
 

農と繋がる地域資源を活用した 

儲かる農業の実現 

担い手への農地利用集積面積 

284ha ⇒ 319ha 

203 千万円 ⇒ 230 千万円 
（過去３年の平均）（資料：農林業センサス） 

農業産出額 
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施策の内容ごとの取り組みと方向性 

3-4-1  農業生産基盤の充実 【重点】 

▷ 
本町の農業特性を踏まえ、ほ場や農道、用排水路等の基盤整備に取り組み、農業生産性の

向上を図ります。 

▷ 
農業委員、農地利用最適化推進委員（※）や農地中間管理機構（※）等と連携し、担い手へ

の農地集積や耕作放棄地の解消等を図ります。 

▷ 
関係機関と連携し、効率的な生産技術や機械・施設の導入を支援し、農産物の生産性の向

上、ブランド化及び６次産業化を促進します。 

3-4-2  担い手の育成 【重点】 

▷ 

農家戸数の急激な減少を踏まえ、関係機関・団体と連携したサポート体制を充実し、本町

農業の中心的な担い手となる認定農業者の確保や新規就農者の育成及び農業組織化・法

人化の支援を図ります。 

3-4-3  地域資源の活用 

▷ 豊かな自然や農業等の地域資源を活用した都市と農村との交流事業を推進します。 

▷ 
新鮮で安全・安心な農産物の生産力を高め、関係機関と連携し、地域で生産された農産物

の地域での消費を推進します。 

▷ 
多面的機能（水源のかん養や良好な景観形成など）を有する農地や森林等の維持及び保全

を推進します。 

 

Topics  ブランド認証品「大洗日の出米」 

 

 大洗の潮風を浴びた特別栽培米

「大洗日の出米」をはじめ、質の高い

農産物の提供に取り組み、農業の活

性化を図っています。 

 大洗の子ども達に、地元産のおい

しいコシヒカリを食べてもらいたい

との想いから、減農薬、減化学肥料

での米づくりを行い、学校給食にも

提供されているほか、本町のブラン

ド認証品にも指定されています。 

 

 

※農地利用最適化推進委員 

 農業委員と連携し、担い手への農地利用の集積・集約化などの業務を担う町非常勤職員。 

※農地中間管理機構 

 農地等を貸したい農家と担い手を仲介する公的機関。 
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目指す姿  

まちづくり 

目標値 

[ＫＧＩ] 

 

 施策３－５  

商工業の振興 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
重点取り組み指標 [ＫＰＩ] 

現状値 

(令和５) 

目標値 

(令和 10) 施策 

3-5-1 

 

 商店街活性化会議の開催 
 

２回/年 ２回/年 

3-5-2 

 

 創業セミナー受講者のうち創業した方（前期計画からの累計） 
 

７人 12 人 

 

施策分野における課題 

▷ 
地域商店街を取り巻く環境は、人口減少や近隣市町村への大型店舗の進出により厳しく

なっており、地域住民以外の取り込みが必要となっています。 

▷ 
県内随一の観光地でありながら観光客の商店街への人流は少なく、商店街への誘導が必

要となっています。 

▷ 
商店街や各店舗からの情報が集約化されておらず、地域内外の方への一体的な情報発信

が必要となっています。 

▷ 
空き店舗の増加が商店街の連続性を断ち、魅力や価値観を低下させることから、事業後継

者や創業間もない方の育成が必要となっています。 
 

持続的な賑わいづくりに向けた 

循環型活性化サイクルの構築 

町内事業者数（商工会会員数） 

 565 事業者 ⇒ 565 事業者（現状維持） 
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施策の内容ごとの取り組みと方向性 

3-5-1  商店街の特性を活かした賑わい整備 【重点】 

▷ 
地域商店街と協議し、観光客など地域住民以外の方も快適に買い物を楽しめる商店街の

環境整備に向けた取り組みを支援します。 

▷ 商店街が創意工夫を用いた、活気と賑わいを創出するイベント等の開催を支援します。 

▷ 
消費者の多様なニーズに応えるため、事業者によるキャッシュレス決済への対応を推進す

るとともに、プレミアム付商品券事業等のデジタル化を目指します。 

▷ 
商店街や各店舗の情報と観光情報を連動させ、地域内外の方へ商店街の魅力を発信しま

す。 

3-5-2  創業支援と人材育成の推進 【重点】 

▷ 
商店街の賑わいを図るため、空き店舗を新たな創業の場として活用する事業者を支援し

ます。 

▷ 事業後継者や創業間もない経営者への学びの場を提供し、経営の安定化を支援します。 

 

 

商工業活性化に向けたサイクル 
 

 

 環境整備 

空き店舗活用の促進や、

商店街空間の整備等を

通して、地域振興の基盤

整備を図ります。 

育成支援 

創業に関するイベントや、

活性化に 向けた 会議の 

開催等を通して、担い手と

業界を育成します。 

仕掛け 

町内の多様な主体が連携

することで、ブランド化を

推進し、仕掛けづくりを 

図ります。 

情報発信 観光施策との連携や企業へのアプローチ等、 

プロモーションの取り組みを推進します。 


